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タービン建屋没水評価

〇タービン建屋没水評価における溢水水量が最大となる地震時評価は，次のとおり。

【評価条件】
・循環水系配管の伸縮継手部からの溢水 約11900m3

（地震発生から漏えい検知インターロックによる循環水ポンプ停止及び復水器水室
出入口弁の閉止までの溢水量）

・耐震Ｂ，Ｃクラス機器の保有水からの溢水 約9010m3

【評価結果】
・タービン建屋の溢水を貯留できる地下空間容量（約26699m3）を上回らないことから，
原子炉建屋への溢水の流出がないことを確認。

20910m3＜26699m3

循環水系配管及び伸縮継手
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〇耐震Ｂ，Ｃクラス機器の溢水源と溢水量は次のとおり。

溢水量合計 約9010m3

※保有水量は，区画溢水量を1.1倍
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〇溢水経路及び滞留水位
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〇溢水経路及び滞留水位
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〇溢水経路及び滞留水位

「凡例」
：溢水経路
：流下経路
：管理区域境界
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